
 
作  業  手  順  書 作 業 名 保温作業 

必要な 
資格等 

・高所作業車特別教育修了者 
・有機溶剤作業主任者 
・有機溶剤取扱安全衛生教育修了者 
 

工   種 機械設備工事 使用機械 高所作業車（10m未満）、脚立、足場板、カッター 

会 社 名 有限会社  ○○工業 使用工具  

職 長 名 山田  太郎 保 護 具 保護帽、安全帯、安全靴、手袋、防じんめがね、防毒マスク 

作業人員 3名 使用材料 アスファルトジュート、保温材、金網 
 

作業 
区分 

作業工程 予想される災害の要因 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

危険性・有害性の防止対策 実施者 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

備       考 

準 
 
 
 
備 
 
 
 
作 
 
 
 
業 

1．作業前のミーティン
グ 

・作業員の体調不良が原因のトラブル発生 3 2 5 2 ・作業員の健康状態を確認する。 職  長 3 2 5 2  
 

 
 
 
 

 

・保護具未使用による労働災害の発生     ・作業服装を点検する。（服装、保護帽、安全帯、安全

靴等） 
作業者     

・立入禁止箇所に入ってケガをする。     ・作業場所、作業環境の状況を説明する。 職  長     

・勝手な方法、手順で作業しケガをする。     ・作業分担、内容、方法、手順を説明し、危険予知活

動を行う。グループごとに責任者を指名する。 
職  長     

2．有資格者の確認 ・無資格者による作業での労働災害の発生 10 2 12 4 ・資格一覧表で必要な資格を確認する。 
・免許証、技能講習修了証、特別教育修了証を携帯し

ているか確認する。 

職  長 6 2 8 3 

3．機械器具等の点検 ・整備不良機械器具によってケガをする。 6 4 10 4 ・自主点検を行い、持込機械等使用届を提出し、受理
証を貼り付ける。 

職  長 6 2 8 3 

・電動工具による感電災害の発生     ・アースが接続されていることを確認する。 
・行先表示の付いていることを確認する。 
・ケーブルの被覆に、破損がないことを確認する。 
・電工ドラムは 3Ｐであることを確認する。 

作業者     

4．仮設設備等の点検 ・高所作業にも関わらず安全帯が使用できず 
墜落する。 

10 2 12 4 ・安全帯の取付け設備があることを確認する。 職  長 6 2 8 3 

・安全通路・昇降路外を使用しケガをする。     ・安全通路および昇降設備があることを確認する。 
・バリケード、安全標識等を整備する。 

職  長     

・開口部から墜落する。     ・開口部（床面、側面）の防護・養生がなされている

ことを確認する。 
職  長     

・初期消火ができずに大火事になる。     ・消火器・水バケツ等を準備し、使用できることを確

認する。 
職  長     

・不良仮設機材の使用による労働災害の発生     ・使用機材は認定品の表示（ラベル・刻印）が付いて

いることを確認する。 
職  長     

5．作業場所の確認 ・作業場所周辺でつまずき転倒する。 6 2 8 3 ・作業場所周辺の段差・障害物の有無を確認する。 作業者 6 2 8 3 

・その他作業場所の悪条件による労働災害の

発生 
    ・作業場所周辺の整理・整頓をする。 

・作業床が水平であることを確認する。 
作業者     

  



 

作業 
区分 

作業の手順 予想される災害の要因 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

危険性・有害性の防止対策 実施者 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

備       考 

本 
 
 
 
 
 
 
作 
 
 
 
 
 
 
業 

1．高所作業車の点検・確認 ・不良部材の使用や適正な設置基準を満

足していないため倒壊事故、墜落・転落・

転倒事故をおこす。 

10 2 12 4 ・始業前点検表による日常点検を実施する。 
・最大積載荷重、運転者名、会社名および使用上

の心得を掲示する。  

職  長 10 1 11 4 ・特定自主検査（１年以内）の検査済みを

確認する。 
・定期自主検査（１ヶ月毎）の検査済みを

確認する。 
2．作業場所の確認 ・床段差による転倒事故。 6 2 8 3 ・床段差がある近辺では使用しない。 作業者 6 1 7 2  

 
 

 
 

 
 
 

・床開口養生の踏み貫きによる転倒事

故。 
    ・床開口養生を鉄板等で補強する。 職  長     

・他業者の重機との接触による転倒事

故。 
    ・立入禁止措置の実施。 職  長     

3．高所作業車の作業 ・高所作業車が転倒する。 10 2 12 4 ・アウトリガーのあるものは、最大張り出し固定

して使用する。 
作業者 10 1 11 4 

・作業床上の踏み台から墜落する。     ・作業床上では、踏み台、脚立等を使用しない。 作業者     

・手摺りの上から墜落する。     ・手摺りに乗って作業しない。 作業者     

・高所作業車から移動中に墜落する。     ・作業車の上から他の場所へ乗り移りはしない。 作業者     

・高所作業車から墜落する。     ・作業床上では、安全帯を使用する。 作業者     

・高所作業車を移動中、高所作業車が転

倒する。 
    ・移動は作業床を最低位置に下げて行う。 作業者     

・他社作業員が使用して事故を起こす。     ・作業車から離れるときは、鍵を外す。 作業者     

・高所作業車が自動停止する。     ・最大積載荷重以下で使用する。 作業者     

・周囲を通行する作業員の刺し傷、切り

傷等の発生。 
    ・手摺りから飛び出した状態で材料を放置しな

い。 
作業者     

・材料の落下事故が発生する。     ・手摺りに材料を乗せて移動、昇降しない。 作業者     

4．脚立の設置 ・脚立が倒れ、転倒する。 3 4 7 2 ・開き止めを完全に開く。 
・足場板の支持点を考え配置する。 

作業者 3 2 5 2 

5．足場板の取付け ・足場板が折れ、墜落する。 6 4 10 4 ・支持間隔は 1.8ｍ以下とする。 作業者 6 2 8 3 

・足場板上から墜落する。     ・足場板はゴムバンド等により結束する。 
・支点からのはね出し部の長さは、10cm 以上

20cm以下とする。 
・足場板のかけ渡しは、支点上での重ね合わせを

20cm以上とする。 

作業者     

  



 

作業 
区分 

作業の手順 予想される災害の要因 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

危険性・有害性の防止対策 実施者 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
度 

備       考 

本 
 
 
 
 
 
 
作 
 
 
 
 
 
業 

6．脚立足場上での作業 ・無理な姿勢等の作業で転倒する。 6 4 10 4 ・作業は二人作業とし、補助者は脚立を支え

る。 
作業者 6 2 8 3 

 
 

 

 

 

・昇降時に転倒・墜落する。     ・物を持って昇降しない。 作業者     

・脚立の天板上から墜落する。     ・天板上では作業しない。 作業者     

・アンカードリル等の反動により転倒す

る。 
    ・反動のかかる作業をしない。 作業者     

・脚部に木材等を継ぎ足して使用し、外

れて転倒する。  

    ・脚部に木材、パイプ等を継ぎ足して使用し

ない。 
作業者     

・脚立に背を向けて降りるときに足を滑

らし転倒する。  

    ・脚立に背を向けて降りない、飛び降りな

い。 
作業者     

・開口部周辺作業で墜落、転落する。     ・床開口養生を行い安全帯を使用する。 
・床端部では使用しない。 

作業者     

・足場板のはね出し部分から墜落する。     ・足場板のはね出し部分に乗って作業しな

い。 
作業者     

7．保温材の寸法取り・切断 ・切断時にカッターで手指を切る。 3 4 7 2 ・保護手袋の使用。 作業者 3 2 5 2 

・きっ甲金網の切断時に目を怪我する。      ・保護めがねを使用する。 作業者     

・保温材を吸い込む。      ・防じんマスクの使用。 作業者     

8．保温材の取り付け ・高所作業車からの墜落。 3 2 5 2 ・安全帯を使用する。 
・作業場所を整理整頓し、高所作業車を真下

に移動させ、身を乗り出さない。 

作業者 3 1 4 1 

・材料が落下し、他の作業員に当たる。     ・つり荷の下の立入り措置をバリケード等

で行なう。 
職  長     

・金網運搬時の手の切創 
 

    ・バリで手を切らないよう保護手袋をする。 作業者     

9．仕上げ ・プライマーの塗布時に中毒をおこす。  3 2 5 2 ・十分な換気をする。 
・有機ガス用防毒マスクを使用する。 

作業者 3 1 4 1 

・塗布時に火災の発生。      ・消火器の設置。 職  長     

  



 

作業 
区分 

作業の手順 予想される災害の要因 
重 
篤 
度 

可 
能 
性 

見 
積 
り 

優 
先 
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危険性・有害性の防止対策 実施者 
重 
篤 
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可 
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見 
積 
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度 

備       考 

後 
 
 
片 
 
 
付 
 
 
け 

1．機械器具等の片付け ・仮設分電盤端子接続機器から漏電、感電す

る。  

3 4 7 2 ・電源は必ず盤内で切る。  作業者 3 2 5 2  

 
 

 
 

 

・使用後の手入れを怠り、翌日思わぬケガをす

る。  

    ・機械器具等は手入れをし、所定の場所に片付

ける。 
作業者     

2．残材等の片付け ・仕様の違う残材を間違って使用し事故が起

きる。  

3 2 5 2 ・残材は分別し、所定の場所に集積する。 作業者 3 2 5 2 

・飛散してきた残材でケガをする。     ・飛散養生を行い、細かな物は容器に入れる。 
・産業廃棄物は所定の場所に集積する。  

作業者     

3．仮設設備等の片付け ・使用後の点検を怠り、再使用時思わぬケガを

する。  

3 4 7 2 ・点検を行い、不良品は担当者に連絡し、場外に
搬出する。 

職  長 3 2 5 2 

・開口部の養生復旧を怠り墜落する。      ・取り外した養生材は必ずもとに戻す。 職  長     

           

5．立入禁止措置の解除 
 

    ・バリケード等危険標識を取りはずし、所定の

場所に片付ける。 
職  長     

6．確認 ・仮設分電盤端子接続機器から漏電、感電す

る。  

6 2 8 3 ・電源は盤内スイッチが切れていることを確認
する。 

作業者 6 1 7 2 

・取りはずした安全施設を復旧し忘れ、他の作

業員がケガをする。  

    ・取りはずした安全施設が復旧されていること

を確認する。 
職  長     

 
    

 
     

7．作業終了の報告  ・つまずきケガをする 3 2 5 2 ・作業場所の整理・整頓および清掃を確認する。 職  長 3 2 5 2  
    ・元請担当者に作業終了の報告を行う。 職  長     

 
 
 


